


■ 適用範囲 

・本工法を採用する場合の建物についての制限は特にありません。 

   1. 建物規模（階数・面積） 

   2. 建物形状（整形・不整形） 

   3. 構造種別（S 造・RC 造・SRC 造等） 

  これらについては、何ら制限は設けておりません。 

・本工法を適用する杭仕様は以下の通りとなっています。 

   1. 杭種：場所打ち杭 または 鋼管巻き場所打ち杭 

   2. 杭径：800Φ～3000Φ 

  尚、杭体のコンクリ－ト強度は、Ｆｃ21 以上とし、同一建物で、 

杭頭接合工法として、本工法と在来一般工法を併用することも可能です。 

■  施工手順 

標準施工であるシ－ス方式（引張定着筋の）につき、①～⑥の手順を示します。 
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     ④            ⑤             ⑥ 

① 杭鉄筋を組立て、引張定着筋用のシースをカゴ筋に挿入する。 

② 杭鉄筋（シース装着）を落とし込み、杭体のコンクリートを打設する。 

③ 杭頭部をはつり、所定の杭天端レベルまで整形する。 

④ PC リングを設置し、PC リング外周面に緩衝材を取り付ける。 

⑤ 杭頭部モルタル・シース内グラウトを打設し、引張定着筋をシースに挿入する。 

⑥ 杭頭モルタル硬化後、杭頭部絞り用のドーナツ状緩衝材を設置する。 



本工法の実施に当たっては、「キャプテンパイル協会」が、サポ－トします。 

計画段階から実施に至るまでの様々な検討についてのアドバイスを行ないます。 

当面は、案件毎の対応になるかと思いますが、近い将来は、準会員としての協会 

加入を視野に入れており、体制構築を進めています。 

本工法についてのお問い合わせは、協会事務局まで、お願いいたします。 

 

2006 年 4 月 1 日             

                       キャプテンパイル協会 

                       （事務局：高周波熱錬） 


